
令和８年度 国民スポーツ大会福島県代表選手選抜要項 

 

                                          福島県ローイング協会 

 １ 基本方針 

 

  国民スポーツ大会での得点獲得を目標に、少年種目については選抜された選手により、クル

ー編成して臨む。成年種目については所属団体のクルーで臨むことを原則とする。 

  代表選手の決定は県総合スポーツ大会終了後に選考委員会で決定する。 

 

 ２ 代表クルーの参加資格 

 

    国民スポーツ大会実施要項の参加資格による（ふるさと選手を含む） 

  県総合スポーツ大会へのエントリーを必須条件とする 

 

 ３ 代表選手の条件 

 

(1) 県ローイング協会の基本方針に賛同し、福島県の代表選手として活躍する熱意を持ってい

る者 

   (2)県選手団の一員として、協調性をもって行動できる者 

   (3)県ローイング協会の計画する強化事業に参加できる者 

     （やむを得ず不参加となる際は理由を協会に申告すること） 

 

 ４ 代表選手選考方法 

 

  成年の種目については、県総合スポーツ大会の結果により東北ブロック予選大会の選手を選

考する。少年の種目については、福島県ローイング協会強化部が下記を総合的に判断して東北

ブロック予選大会に参加する選手と種目の原案を選考委員会に提案し、協議のうえ決定する。 

東北ブロック予選大会で国民スポーツ大会への出場権を獲得した場合は、事前に選考した選

手の中から強化部において最終的な出場選手を決定し、協会長の了承を得る。なお、少年の種

目において候補選手の公式レースのタイムについては、参考にとどめる。 

 

記 

(1) 強化部が主催した冬期間のシングルスカルによる記録会の結果 

(2) 通信制エルゴ２０分漕と２０００ｍインドアローイングの記録 

(3) (1)、(2)の記録をもとに候補選手を選出 

(4) 候補として選ばれた選手の強化練習会における漕力、技術力 

 

５ 選考委員会の構成 

 

 会長、理事長、高体連専門委員長、強化部正副委員長、県総スポ成年種目優勝クルー代表 


